
「
魔
女
」
と
聞
く
と
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
だ

ろ
う
か
。
「
魔
女
像
の
比
較
文
化
研
究
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
東
洋
大
学
日

本
文
学
文
化
学
科
第
一
部
の
筆
者
担
当
講
義
「
ド
イ
ツ
語
圏
文
学
文
化
と

日
本
B
」
の
二

0
0
八
年
度
初
回
授
業
時
に
（
二

0
0
八
年
一

0
月
一
日

水
曜
三
限
）
、
「
魔
女
に
つ
い
て
思
い
描
く
も
の
を
一

0
個
挙
げ
よ
」
と
い

ぅ
ァ
ン
ケ
ー
ト
調
木
且
を
実
施
し
た
。
で
き
る
だ
け
文
章
で
は
な
く
簡
潔
な

キ
ー
ワ
ー
ド
で
と
い
う
指
示
の
も
と
、
受
講
生
二
三
六
名
（
男
子
四
九
名
、

女
子
一
八
七
名
）
よ
り
得
た
回
答
の
イ
メ
ー
ジ
総
数
は
、
ニ
―
三
九
個
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
で
最
も
多
い
回
答
が
、
「
ほ
う
き
」
（
一
六

0
名
）
で
あ

り
、
空
を
飛
ぶ
道
具
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
。
次
に
多
か
っ
た
の
が
、

「
魔
法
」
（
九
八
名
）
で
あ
り
、
「
杖
」
（
七
九
名
）
、
「
黒
い
服
」
（
六
九
名
）
、

「
黒
」
（
六
八
名
）
と
続
く
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
「
黒
」
も
「
黒
い

服
」
も
表
現
方
法
に
差
が
出
た
だ
け
で
、
「
黒
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
総
括

し
う
る
と
見
な
せ
ば
、
「
黒
い
〔
服
〕
」
は
二
二
七
名
と
な
り
、
「
ほ
う
き
」

グ
リ
ム
兄
弟
が
収
集
刊
行
し
た
『
子
ど
も
と
家
庭
の
た
め
の
メ
ル
ヒ
ェ

ン
集
』

(
K
i
n
d
e
r,
 un
d
 H
a
u
s
m
a
r
c
h
e
n
,
 『
グ
リ
ム
童
話
』
あ
る
い
は

K
H
M

と
略
記
）
の
第
七
版
に
は
、
「
メ
ル
ヒ
ェ
ン
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
二

0
-

話
（
通
し
番
号
は
一

1
0
0
番
ま
で
）
、
「
子
ど
も
の
た
め
の
聖
人
伝
」
と
い

(
4
)
 

う
ジ
ャ
ン
ル
で
一

0
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
「
魔
女
」
（
原

＊
 

＊
 

＊
 

に
継
ぐ
多
数
意
見
と
な
る
。
み
な
さ
ん
の
「
魔
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
合

致
し
た
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
魔
女
の
イ
メ
ー
ジ
・
ソ
ー
ス
と
し
て
は
、
宮
崎

駿
ア
ニ
メ
『
魔
女
の
宅
急
便
』
や
、

J
.
K
．
ロ
ー
リ
ン
グ
『
ハ
リ
ー
ポ

ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
の
だ
が
、
「
白
雪
姫
」
や
「
ヘ
ン

ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
等
の
『
グ
リ
ム
童
話
』
も
決
し
て
少
な
く
は
な
か

(
3
)
 

っ
た
。
で
は
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
に
お
け
る
「
魔
女
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描

か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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ヘ

ク

セ

(
5
)

語
ド
イ
ツ
語
で
は

H
e
x
e
)
と
い
う
語
が
登
場
す
る
話
は
一
―

0
話
あ
る
。

た
と
え
ば
、

K
H
M
l
「
カ
エ
ル
の
王
様
、
あ
る
い
は
鉄
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
」

で
は
、
玉
女
の
手
に
よ
り
壁
に
投
げ
つ
け
ら
れ
た
カ
エ
ル
が
美
し
く
優
し

い
王
子
の
姿
に
戻
る
と
、
「
悪
い
魔
女

(
H
e
x
e
)
に
魔
法
に
か
け
ら
れ
て

い
た
」
と
自
分
の
身
の
上
を
語
る
。
ま
た
、

K
H
M
1
5
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ

(
6
)
 

ー
テ
ル
」
で
は
、
森
を
さ
ま
よ
い
た
ど
り
着
い
た
「
パ
ン
の
家
」
を
か
じ

る
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
の
眼
前
に
、
「
ふ
い
に
（
家
の
）
扉
が
開
き
、

(
7
)
 

石
ほ
ど
に
年
を
と
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
が
、
杖
に
す
が
っ
て
そ
ろ
り
そ
ろ
り

と
出
て
き
た
」
と
い
う
描
写
が
あ
る
。
「
頭
を
が
く
が
く
さ
せ
」
な
が
ら
、

二
人
に
泊
ま
っ
て
い
く
よ
う
に
薦
め
る
こ
の
女
性
が
、
「
う
わ
べ
は
優
し
そ

う
に
し
て
い
る
だ
け
」
の
、
「
本
当
は
悪
い
魔
女

(Hexe)
」
だ
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

子
ど
も
達
が
自
分
の
手
中
に
落
ち
る
と
、
殺
し
て
、
料
理
し
て
食
べ

て
し
ま
う
。
そ
ん
な
日
は
、
魔
女
の
お
祝
い
の
日
だ
っ
た
。
魔
女
達

は
赤
い
目
を
し
て
い
て
目
が
悪
い
。
し
か
し
、
動
物
の
よ
う
に
鼻
が

利
く
の
で
、
人
間
が
近
づ
く
と
匂
い
で
わ
か
る
の
で
あ
る
。

「
魔
女
」
に
、
怖
い
悪
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
随
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
悪
い
」
魔
女
像
の
元
と
な
っ
た
も
の
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

長
く
続
い
た
「
魔
女
狩
り
」
に
お
け
る
、
「
魔
女
は
悪
魔
と
通
じ
て
い
る
」

と
い
う
定
義
の
一
っ
を
挙
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
の
「
魔
女
」
に
施
さ
れ
た
「
悪
い
」
と
い
う

形
容
詞
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
（
多
く
は
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
）
が
校
正
あ
る
い

は
改
版
過
程
に
お
い
て
付
け
加
え
た
こ
と
ば
の
―
つ
で
あ
り
、
初
版
前
の

エ
ー
レ
ン
ベ
ル
ク
稿
に
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
達
を
捨
て
よ
う

と
提
案
す
る
「
継
母
」
は
、
第
一
二
版
ま
で
は
「
実
丹
」
だ
っ
た
。
他
に
も
、

上
述
の

K
H
M
I
「
カ
エ
ル
の
王
様
」
の
王
子
が
カ
エ
ル
に
な
っ
た
理
由

が
、
「
悪
い
魔
女
」
に
よ
る
も
の
と
な
っ
た
の
も
、
第
四
版
以
降
で
あ
り
、

第
一
二
版
ま
で
は
「
魔
女
」
の
せ
い
に
も
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
勘
案
す
る
と
、
「
魔
女
」
と
は
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
改
版
改
変
に
お
い

て
顕
著
と
な
っ
た
、
女
性
と
い
う
存
在
の
善
と
悪
へ
の
二
極
化
の
な
か
で
、

歴
史
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
い
ま
っ
て
、
悪
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
濃
厚
に
担

と
こ
ろ
で
、
「
魔
女
」

H
e
x
e
と
い
う
語
が
登
場
す
る
話
は
、
「
カ
エ
ル

の
王
さ
ま
」
、
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
以
外
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

K
H
M
l
l
「
兄
妹
」
、

K
H
M
2
2
「
な
ぞ
」
、

K
H
M
2
7
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽

隊」、

K
H
M
4
3
「
ト
ル
ー
デ
お
ば
さ
ん
」
、

K
H
M
4
9
「
六
羽
の
ハ
ク
チ
ョ

ウ」、

K
H
M
5
1
「
め
つ
け
鳥
」
、

K
H
M
5
6
「
恋
人
ロ
ー
ラ
ン
ト
」
、

K
H
M
6
0

「
二
人
兄
弟
」
、

K
H
M
6
5
「
千
枚
皮
」
、

K
H
M
8
5
「
金
の
子
ど
も
」
、

K
H
M
1
1
6

「
青
い
灯
り
」
、

K
H
M
1
2
2
「
キ
ャ
ベ
ッ
ロ
バ
」
、

K
H
M
1
2
3
「
森
の
中
の
お

ば
あ
さ
ん
」
、

K
H
M
1
2
7
「
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
」
、

K
H
M
1
3
5
「
白
い
花
嫁
と

黒
い
花
嫁
」
、

K
H
M
1
6
9
「
森
の
家
」
、
【
K
H
M
1
7
9
「
泉
の
側
の
ガ
チ
ョ
ウ

番
の
娘
」
】
、

K
H
M
1
9
3
「
太
鼓
た
た
き
」
。
こ
の
中
に

K
H
M
5
3
「
白
雪

姫
」
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
か
。
『
グ
リ
ム
童
話
」

（
絵
本
も
含
む
）
の
和
訳
の
際
に
、
一
般
的
に
「
魔
女
」
と
い
う
訳
語
が
施

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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『
グ
リ
ム
童
話
』

に
お
い
て
「
魔
法
等
の
不
思
議
な
力
に
携
わ
る
者
」

ヘ

ク

セ

ン

マ

イ

ス

タ

ー

は
、
「
魔
女
」

H
e
x
e
の
他
に
も
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
、

H
e
x
e
n
m
e
i
s
t
e
r

な
る
も
の
が
登
場
す
る
話
が
五
話
あ
る
。
単
語
の
上
で
は
「
男
の
魔
女
」

と
考
え
る
と
厳
密
な
の
だ
が
、
日
本
語
と
し
て
は
矛
盾
し
て
い
る
の
で
、

よ
く
「
魔
法
使
い
」
と
訳
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
語
で
あ
る

(
K
H
M
4
6
「フ

ヘ

ク

セ

ン

ク

ン

ス

ト

ィ
ッ
チ
ャ
ー
の
鳥
」
等
）
。
さ
ら
に
、
「
魔
女
術

(
H
e
x
e
n
k
u
n
s
t
)
を
使
う

者
」
が
二
話

(
K
H
M
1
4
1
「
小
さ
な
ヒ
ッ
ジ
と
小
さ
な
サ
カ
ナ
」
等
）
、

ソ

ア

ウ

ベ

リ

ン

「
女
の
魔
術
師
」

N
auberin
が
四
話

(
K
H
M
1
2
「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」
等
）
、

ツ

ア

ウ

ベ

ラ

ー

「
男
の
魔
術
師
」

N
a
u
b
e
r
e
r
が
四
話

(
K
H
M
8
8
「
歌
い
な
が
ら
跳
ね
る
ヒ

バ
リ
」
等
）
、
「
魔
術

(
N
a
u
b
e
r
)
を
使
う
者
」
が
三
話

(
K
H
M
5
7
「金

ヴ

ァ

イ

ゼ

フ

ラ

ウ

の
鳥
」
等
）
、
「
賢
女
」

w
e
i
s
e
F
r
a
u
が
八
話

(
K
H
M
5
0
「
い
ば
ら
姫
」

等
）
に
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
原
語
の
ド
イ
ツ
語
テ
キ
ス
ト
で
は
、

魔
法
に
携
わ
る
存
在
を
示
す
語
が

H
e
x
e
も
含
ん
で
七
種
類
、
実
は
厳
密

に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
「
魔
女
術
」

H
e
x
e
n
k
u
n
s
t
を
使
う
グ
ル
ー
プ
と
、
「
魔
術
」

N
a
u
b
e
r
を
使
う
グ
ル
ー

プ
と
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
野
口
芳
子

氏
に
よ
れ
ば
、
「
魔
女
」

H
e
x
e
は
、
処
罰
さ
れ
た
り
悲
惨
な
死
を
遂
げ
た

り
す
る
が
、
「
女
の
魔
術
師
」

N
auberin
や
「
賢
女
」

w
e
i
s
e
F
r
a
u
は、

話
の
な
か
で
主
人
公
に
苦
難
を
与
え
た
り
は
す
る
が
、
処
罰
さ
れ
は
し
な

い
と
い
う
。
言
語
学
者
で
も
あ
り
文
学
者
、
歴
史
学
者
、
法
学
者
で
も
あ

っ
た
グ
リ
ム
兄
弟
が
、
こ
と
ば
の
使
い
方
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る

＊
 

＊
 

＊
 

さ
れ
て
い
る
単
語
は
、
実
は

H
e
x
e
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

＊
 

＊
 

＊
 

と
い
う
事
実
を
知
ら
な
い
人
達
の
手
に
よ
る
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
の
一
般
的

な
翻
訳
に
お
い
て
は
、

H
e
x
e
も
N
a
u
b
e
r
i
n
も
「
魔
女
」
と
訳
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
せ
っ
か
く
の
「
グ
リ
ム
童
話
』
の
仕
掛
け
が
見
え
て
こ
な
い

の
は
残
念
だ
。

実
は
、

K
H
M
5
3
「
白
雪
姫
」
に
登
場
す
る
、
あ
の
「
銚
よ
、
鏡
よ
」
と

つ
ぶ
や
く
女
性
は
、
厳
密
に
は
「
魔
女
術

(
H
e
x
e
n
k
u
n
s
t
)
を
使
う
者
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
魔
女
術
を
使
う
者
」
だ
か
ら
「
魔
女
」
だ
と
見
な
せ

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ら
ば
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
な
ぜ
「
魔
女
」

H
e
x
e
と

記
さ
な
か
っ
た
の
か
。
グ
リ
ム
兄
弟
（
特
に
ヤ
ー
コ
プ
）
が
著
名
な
言
語

学
者
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
単
な
る
気
ま
ぐ
れ
と
見
な
す
の
は
早

計
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
白
雪
姫
の
「
継
犀
」
で
あ
り
、
櫛
、
組
み
紐
、

毒
リ
ン
ゴ
の
三
つ
の
道
具
を
使
っ
て
彼
女
を
殺
そ
う
と
す
る
こ
の
「
魔
女

術
を
使
う
者
」
は
、
『
グ
リ
ム
童
話
」
第
一
版
ま
で
は
「
実
栂
」
で
あ
っ

た
。
も
し
か
し
た
ら
こ
の
よ
う
な
、
血
が
繋
が
っ
て
い
る
に
し
ろ
い
な
い

に
し
ろ
、
被
害
に
あ
う
主
人
公
と
近
親
関
係
に
あ
る
と
い
う
人
物
関
係
が
、

「
魔
女
」

H
e
x
e
と
は
言
い
切
れ
な
い
要
因
の
一
っ
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
の
点
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
。

K
H
M
1
2
「
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
」
に
お
い
て
、
妊
娠
中
の
女
性
に
、
い
ず
れ

彼
女
に
生
ま
れ
て
く
る
子
と
引
き
換
え
に
、
庭
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
（
サ
ラ

ダ
菜
）
を
食
べ
さ
せ
る
「
女
魔
術
師
」

N
auberin
も
ま
た
、
翻
訳
者
に
よ

っ
て
は
「
魔
女
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
存
在
で
あ
る
。
こ
の
「
女
魔

術
師
」
は
、
生
ま
れ
た
女
の
子
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
を
貰
い
受
け
、
森
の
中
の
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高
い
塔
に
閉
じ
込
め
る
。
ま
る
で
人
さ
ら
い
の
よ
う
な
悪
者
に
も
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
も
と
も
と
は
そ
の
犀
親
が
妊
娠
中
に
隣
の
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
（
サ

ラ
ダ
菜
）
を
猛
烈
に
ほ
し
が
り
、
父
親
が
盗
み
に
入
っ
た
結
果
の
取
引
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
高
い
塔
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
女
の
子
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
は
、

「
女
魔
術
師
」
の
目
を
盗
ん
で
玉
子
を
塔
に
招
き
人
れ
、
恐
ら
く
は
妊
娠
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
荒
野
へ
と
追
い
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

な
「
女
魔
術
師
」
の
行
為
も
残
酷
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
も
と
も
と
禁

を
犯
し
た
の
は
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
の
方
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
塔
に
閉
じ
込
め
る
と
い
う
行
為
を
、
た
と
え
ば
「
保
護
す
る
」
と

解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
「
女
魔
術
師
」
に
は
悪
者
の
要
素
が
見
当
た
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
高
い
塔
の
原
型
が
、
か
つ
て
、
初
潮
を
迎
え
る
破

瓜
期
の
少
女
を
閉
じ
込
め
た
高
い
塔
の
、
通
過
儀
礼
的
な
役
割
に
あ
る
と

い
う
民
俗
学
的
研
究
も
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
ラ
プ
ン
ツ

ェ
ル
」
に
お
け
る
子
ど
も
を
閉
じ
込
め
る
「
女
魔
術
師
」
と
、
先
の
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」
に
お
け
る
子
ど
も
を
食
べ
よ
う
と
す
る
「
魔
女
」

と
の
間
に
は
、
役
割
上
の
微
妙
な
相
違
が
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

K
H
M
5
0
「
い
ば
ら
姫
」
に
お
い
て
、
王
妃
に
女
の
子
（
後
の
い
ば
ら

姫
）
が
生
ま
れ
た
と
き
に
、
祝
福
を
授
け
る
だ
け
で
な
く
、
死
と
い
う
呪

い
を
解
く
た
め
と
は
い
え
、
一

0
0
年
の
眠
り
を
与
え
る
不
思
議
な
力
を

持
っ
た
女
性
達
も
ま
た
、
「
魔
女
」
と
誤
解
さ
れ
が
ち
の
存
在
で
あ
る
。
彼

女
達
は
「
賢
女
」

w
e
i
s
e
F
r
a
u
と
い
う
存
在
で
あ
り
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
彼

女
達
を
、
北
欧
・
ゲ
ル
マ
ン
神
話
に
お
け
る
三
人
の
運
命
の
女
神
ノ
ル
ン

の
末
裔
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
和
訳
の
際
に
は
、
「
仙
女
」
、
「
神
通

注(1
)

同
テ
ー
マ
の
授
業
は
二

0
0
九
年
度
以
降
、
文
学
部
日
本
文
学
文
化

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
「
魔
女
」

H
e
x
e
の
登
場
す
る
話
を
挙
げ
た
際
に
、

K
H
M
1
7
9
「
泉
の
側
の
ガ
チ
ョ
ウ
番
の
娘
」
だ
け
【
】
括
弧
つ
き
だ
っ
た

の
に
は
意
味
が
あ
る
。
こ
の
話
は
、
「
賢
女
」
が
登
場
す
る
八
話
の
な
か
に

も
実
は
含
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
と
き
の
「
魔
女
」
と
「
賢
女
」

は
同
一
人
物
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
村
人
か
ら
は
「
魔
女
」
と
見
な

さ
れ
、
怖
が
ら
れ
、
避
け
ら
れ
て
い
た
老
女
が
、
実
は
「
賢
女
」
で
あ
っ

た
と
い
う
話
の
展
開
な
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
「
魔
女
狩
り
」
と
い
う
負
の

歴
史
の
中
に
も
表
さ
れ
る
、
誤
解
や
偏
見
の
恐
ろ
し
さ
を
見
て
取
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
、
『
グ
リ
ム
童
話
』
に
は
、
「
ほ
う
き
」
に
乗
っ
て
空
を
飛
ぶ
「
魔

女
」
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
魔
女
の
衣
装
が
「
黒
」
と
記
さ
れ
て
い
る

話
も
な
い
。
実
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
魔
女
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
黒

い
衣
装
を
着
て
い
る
表
象
も
確
か
に
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
じ
く

ら
い
頻
繁
に
、
継
ぎ
は
き
だ
ら
け
の
マ
ン
ト
や
頭
巾
を
身
に
つ
け
て
い
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

＊
 

＊
 

＊
 

力
を
持
っ
た
女
」
等
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
運
命
を
司
る
存
在
で
あ

れ
ば
、
生
命
だ
け
で
な
く
、
死
あ
る
い
は
死
の
よ
う
な
一

0
0
年
の
眠
り

を
幼
子
に
与
え
る
こ
と
も
、
ま
た
結
果
的
に
運
命
の
伴
侶
を
導
く
こ
と
も
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『
グ
リ
ム
童
話
』

の
原
書
で
は
、
「
お
菓
子
の
家
」
で
は
な
く
「
パ
ン

学
科
第
二
部
の
「
比
較
文
学
文
化
特
講

B
」
へ
と
移
行
し
た
。

回
答
し
て
く
れ
た
受
講
生
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ

る
。
な
お
、
当
該
ア
ン
ケ
ー
ト
の
同
答
一
覧
は
、
大
野
寿
子
「
現
代

日
本
に
お
け
る
「
魔
女
」
像
を
考
え
る
〔
研
究
チ
ー
ム
報
告
⑤
「
〈
魔

女
〉
の
系
譜
ー
日
本
に
お
け
る
漢
文
化
と
西
洋
文
化
の
融
合
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
ー
」
〕
、
東
洋
大
学
人
間
科
学
総
合
研
究
所
編
「
東
洋
大
学
人

間
科
学
総
合
研
究
所
紀
要
」
第
一
―
号
（
二

0
0
九
年
）
‘
―
ニ
ニ

|
-
―
ニ
ニ
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
も
多
い
回
答
の
一
っ
で
あ
っ
た
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

映
画
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に

そ
の
原
作
は
グ
リ
ム
童
話
の
「
灰
か
ぶ
り
（
シ
ン
デ
レ
ラ
）
」
で
は

な
く
、
ペ
ロ
ー
の
「
サ
ン
ド
リ
ヨ
ン
あ
る
い
は
ガ
ラ
ス
の
靴
」
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
別
所
で
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
ち

な
み
に
、
「
シ
ン
デ
レ
ラ
」
に
登
場
す
る
、
ド
レ
ス
等
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
あ
の
女
性
は
、
厳
密
に
い
え
ば
「
魔
女
」
で
は
な
い
。

第
一
巻
第
一
版
が
一
八
―
二
年
、
第
二
巻
第
一
版
が
一
八
一
五
年
に

刊
行
さ
れ
、
グ
リ
ム
兄
弟
の
生
前
に
、
第
三
版
(
-
八
三
七
年
）
、

第
四
版
(
-
八
四

0
年
）
、
第
五
版
(
-
八
四
一
二
年
）
、
第
六
版
（
一

八
五

0
年
）
、
第
七
版
(
-
八
五
七
年
）
と
版
を
重
ね
て
い
る
。

以
降
の
統
計
資
料
は
、
野
口
芳
子
『
グ
リ
ム
立
里
話
と
魔
女
ー
魔
女
裁

判
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
』
、
勁
草
書
房
（
二

0
0
一
一
年
）
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

7
 

ー
お
お
の

の
家
」

B
r
o
t
h
a
u
s
と
な
っ
て
い
る
。
大
野
寿
子
「
お
菓
子
の
家
と
パ

ン
ケ
ー
キ
の
実
る
木
ー
グ
リ
ム
童
話
を
考
え
る
②
」
、
「
東
洋
通
信
」

第
四
六
巻
一
号
（
二

0
0
九
年
）
、
四
ー
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。

「
石
の
棺
お
け
に
片
足
を
突
っ
込
ん
だ
ほ
ど
年
を
と
っ
て
い
る
」
の

意。

ひ
さ
こ
・
文
学
部
准
教
授
ー
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